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【 は じ め に 】 自 然 災 害 と 隣 り あ わ せ

の わ が 国 で は 、 発 災 時 に お い て 医 療

の 分 野 で も 適 切 な 活 動 が 求 め ら れ る 。

A 病 院 で は 防 災 対 策 委 員 会 を 設 置 し 、

有 事 に 備 え て き た 。 近 年 か ら 2021 年

度 ま で の 取 り 組 み を 振 り 返 り 、 効 果

や 今 後 の 課 題 を 明 ら か に し た の で 以

下 に 報 告 す る 。  
【 経 過 】 A 病 院 は 、 阪 神 ・ 淡 路 大 地

震 を は じ め と し て 大 規 模 な 発 災 時 に

は 被 災 地 へ の 職 員 の 派 遣 を 経 験 し て

き た 。 2018 年 に は 全 国 規 模 の 災 害 対

応 訓 練 に 参 加 し 、 精 神 科 病 院 と し て

大 人 数 の 患 者 の 受 入 れ 訓 練 を 実 施 し

た 。 DPAT （ 災 害 派 遣 精 神 医 療 チ ー

ム 、 以 下 DPAT ） の 先 遣 隊 を 擁 し て

お り 、 ま た 災 害 拠 点 精 神 科 病 院 の 指

定 を 受 け て い る 。 A 病 院 で は 防 災 対

策 委 員 会 の 下 部 組 織 と し て 、 防 災 対

策 委 員 会 作 業 部 会 を 設 置 し て お り 、

災 害 対 応 訓 練 の 企 画 、 運 営 や 防 災 に

関 す る マ ニ ュ ア ル な ど の 作 成 、 修 正

を 担 っ て い る 。 作 業 部 会 の 構 成 員 に

は DPAT 先 遣 隊 の 職 員 が 参 加 し て い

る 。 こ の よ う な 背 景 の な か 、 特 に

2021 年 度 に お け る A 病 院 の 取 り 組 み

を 以 下 に 報 告 す る 。  
1. 災 害 対 応 訓 練 の 実 施  

院 内 で 発 災 時 に 指 揮 を 執 る 職 員

を 対 象 に 災 害 対 応 訓 練 を 2 回 実 施 し

た 。 夜 間 の 発 災 を 想 定 し 、 当 直 業 務

に 当 た る 医 師 、 看 護 師 を 対 象 と し た 。

院 内 の 災 害 対 策 本 部 の 立 ち 上 げ か ら

情 報 収 集 、 衛 星 電 話 の 使 用 方 法 の 習

得 を 目 的 と し て 実 施 し た 。  
院 外 の DMAT の 災 害 対 応 訓 練 に

DPAT と し て 1 回 参 加 し た 。  
2. 災 害 時 ア ク シ ョ ン カ ー ド の 作 成  

従 来 、 災 害 時 ア ク シ ョ ン カ ー ド

は 病 棟 単 位 で 作 成 し て お り 、 整 備 さ

れ て い な い 部 署 も あ っ た 。 全 病 棟 で

統 一 し た も の を 作 成 、 配 置 し た 。 外

来 部 門 も 同 様 の 様 式 に 変 更 し た 。  
3. 災 害 時 通 信 機 器 の マ ニ ュ ア ル を 作

成  
衛 星 電 話 、 EMIS （ 広 域 災 害 救

急 医 療 情 報 シ ス テ ム ） の マ ニ ュ ア ル

を 完 成 し た 。  
4. 業 務 継 続 計 画 の 作 成  

2017 年 に 策 定 し た 院 内 の 防 災 対

応 計 画 を 基 に BCP （ 業 務 継 続 計 画 、

以 下 BCP ） を 加 え た 、 A 病 院 業 務 継

続 計 画 を 作 成 し た 。  
5. 設 備 、 物 品 の 充 実  

非 常 用 発 電 機 が 新 設 さ れ た 。 発

災 時 必 要 と な る 物 品 を 検 討 、 購 入 、



 

 

整 理 し た 。  
【 考 察 】 院 内 の 災 害 対 応 訓 練 を 実 施

し た こ と で 、 防 災 に 関 す る 職 員 の 認

識 、 知 識 の 向 上 が 一 定 量 測 れ た 。 一

方 、 参 加 の 対 象 を 限 局 し た こ と で 、

職 種 や 職 位 に よ り 防 災 に 関 す る 認 識 、

知 識 に 差 が 発 生 し た 。 今 後 は 、 参 加

の 対 象 や 人 数 、 実 施 回 数 を 拡 大 す る

こ と で 防 災 に 関 す る 認 識 、 知 識 の 病

院 内 の 底 上 げ を 測 る こ と を 課 題 と す

る 。  
新 型 コ ロ ナ 感 染 症 拡 大 の 影 響 の

た め 、 年 度 内 に 予 定 さ れ て い た 関 連

施 設 と の 研 修 、 訓 練 が 中 止 に な っ た 。

発 災 時 に 備 え 、 平 時 か ら の 関 連 部 署

と の 顔 の 見 え る 関 係 性 の 構 築 が 重 要

と さ れ て い る が 、 そ う い っ た 機 会 が

減 少 し た 。 感 染 対 策 も 含 め 、 リ モ ー

ト な ど 代 替 方 法 を 模 索 し て い く 必 要

が あ る 。  
BCP の 作 成 は 防 災 対 策 の ベ ー ス

作 り と し て 大 き な 前 進 と な っ た 。 し

か し 未 だ 具 体 性 に 欠 け る 領 域 が あ り 、

練 度 も 低 い 。 職 員 へ の 周 知 も 不 十 分

な こ と が 明 確 に な っ た 。 災 害 時 ア ク

シ ョ ン カ ー ド と 同 様 、 職 員 へ の 周 知 、

災 害 対 応 訓 練 で の 使 用 、 修 正 を 繰 り

返 し て い く こ と が 今 後 必 要 と 考 え る 。  
災 害 対 応 訓 練 の 企 画 、 運 営 や 必

要 物 品 の 洗 い 出 し や 購 入 な ど は 防 災

対 策 委 員 会 作 業 部 会 が 中 心 と な っ て

お こ な っ た 。 こ の よ う な 作 業 が 円 滑

に お こ な え た 背 景 に は 、 作 業 部 会 に

医 局 、 看 護 部 、 事 務 局 、 医 療 相 談 室 、

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部 な ど の 多 く の

部 署 の 多 職 種 が 編 成 さ れ て い た こ と

が 影 響 し た 。  
近 年 、 医 療 現 場 に お い て 災 害 対

策 は 重 要 視 さ れ て お り 、 シ ス テ ム や

マ ニ ュ ア ル な ど 参 考 と な る 資 料 が イ

ン タ ー ネ ッ ト や 書 籍 上 に 豊 富 で 、 災

害 対 応 訓 練 の 企 画 時 な ど で 非 常 に 有

用 で あ っ た 。  
【 課 題 】  
1. BCP や マ ニ ュ ア ル の 練 度 の 向 上  
2. 災 害 対 応 訓 練 の 継 続  
3. 関 連 部 署 と の 関 係 づ く り  
4. 物 品 、 物 資 の 充 実  
【 ま と め 】 近 年 の A 病 院 の 活 動 を 振

り 返 る と 、 計 画 的 か つ 効 果 的 に 災 害

対 策 に 取 り 組 む こ と が で き て い た 。  
半 面 、 課 題 も 山 積 し て お り 、 継 続 し

て 防 災 対 策 に 取 り 組 ん で い き た い 。  
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